




















































































































規 1,2）、佐伯　康弘 1,3）、藤澤　宗央 1,3）、小川　綾子 1,4）、














全職員調査約 1200 名　検査率　麻しん 28.6％風しん 27.9％水痘
13.2％　流行性耳下腺炎 23.7％であった。ワクチン接種率× 100　
麻しん 94.1％風しん 98.1％水痘 85.7％流行性耳下腺炎 91.6％であっ
た。流行している疾患を考慮し、風疹ワクチンから接種計画を立案
した。ワクチンをしない場合は免責書を提出していただいた。今回
の結果を、再度エクセルにまとめ、感染制御システムにデーター移
行できるようまとめた。
『まとめ』今回、ICT の事務が中心となり抗体価の測定及びワクチ
ン接種の体制構築に関わったことで感染制御システムでのデーター
移行がスムーズいった。ワクチンプログラムのデータベース化に
ICT 事務職の役割は大きいと考える。
